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令和３年６月４日 
NC ホールディングス株式会社 御中 
 

ＴＣＳホールディングス株式会社ほか２２社を代表して 
 ＴＣＳホールディングス株式会社 

 代表取締役 髙山芳之 
 

回 答 書 

（６月２日付「回答書兼質問書」について） 

 
 
 ＮＣホールディングス株式会社（以下「ＮＣホールディングス」といいます。）

より２０２１年６月２日付で頂戴した「回答書兼質問書」について，当社は，当

社ほか２２社（以下「当社ら」といいます。）を代表して，以下のとおりご回答

いたします。 
なお，ＮＣホールディングスは，当社らの代理人弁護士に対し，６月２日付「回

答書兼質問書」を２０２１年６月３日午前０時１９分に送付し，その回答を本日

６月４日までに求めています。前回「公開質問状」同様に，このように極めて短

時間での回答を求めるＮＣホールディングスの態度それ自体が不誠実・不適当

であると言わざるを得ません。 
 
第１ はじめに 

回答書兼質問書記載の質問事項に回答するに先立ち，NC ホールディングス

の指摘事項にはその前提を欠いていると思われる事項が散見されますので，

その点まず指摘いたします。その後に，必要な範囲で質問事項についてご回答

いたします。 
 １ 髙山芳之氏と髙山正大氏は別人格であること 

   「回答書兼質問書」及び「情報提供書」では，その全体として，髙山芳之

氏と髙山正大氏を合わせて「髙山兄弟」と称し，あたかも両人が同一人格で

あるかのように記載しております。 
   しかしながら，両人が客観的に別人格であることは当然である上，実質的

にも，両人はそれぞれ別途の生活・家庭を有し，経済的にも独立し，異なる

利害関係を有しており，両人の判断は別個独立しております。また，社会通

念に照らしても，兄弟であるというのみでその判断が一になるものではな

いと考えられます（法律上も，「夫婦」の場合には形式基準に基づき共同保
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有関係が肯定されますが，兄弟関係についてそのような規定はありません）。

そして，従前より主張しておりますように，両人間でなにか株主権の行使方

法等について合意したという事実もありません。 
   もちろん，兄弟であり，また，ＴＣＳグループの役員として，ＴＣＳグル

ープの特定の業務に関連して，プライベートでも合意をすることがあり得

ます。例えば，ある会社の議決権行使に関し，ＴＣＳグループの会社と，「髙

山兄弟」が合意することもあり得ます。しかし，別人格であり，別の生活・

家庭・利害関係をそれぞれ持っているのですから，ある会社に対して，ＴＣ

Ｓグループとしてのみならず，兄弟としても合意する場合もあれば，個人的

には合意しないということもあり得ます。ケース・バイ・ケースの判断とな

ります。 
NC ホールディングスの主張は，単に髙山芳之氏と髙山正大氏が兄弟であ

るというのみをもって，安易に両人の判断が同一となるとするもので，その

前提を欠くものと言わざるを得ません。 
 ２ 会社取締役としての人格と個人としての人格を同一視していること 

「回答書兼質問書」及び「情報提供書」では，髙山芳之氏及び髙山正大氏

が，株主兼取締役であることを理由に，会社と髙山両氏個人との共同保有関

係を肯定しているように見える記載が散見されます。しかしながら，単に株

主兼取締役であることのみを理由に，会社と取締役個人の判断が同一とな

るものではありません。 
「情報提供書」では，一般論として，会社とオーナー経営者が同一の株式

を保有している場合に，両者が実質的共同保有者に該当する場合があるこ

とが指摘されており，NC ホールディングスはかかる一般論に従い，髙山両

氏と各会社との間の共同保有関係を主張していると考えられます。これに

ついて，確かに代表取締役が会社の１００％株主であるような場合には，代

表取締役個人が会社の意思決定を単独で決定できますから，会社と代表取

締役個人が実質的に共同保有関係にあるといえるかもしれません。 
しかしながら，髙山芳之氏・髙山正大氏は，いずれも，いわゆるＴＣＳグ

ループ各社について単独では過半数の議決権を有しておらず，いずれの会

社についても支配権を有しているわけではありません。したがって，そもそ

も「会社とオーナー経営者が同一の株式を保有している場合」とは前提が異

なるものです。すなわち，髙山両氏がいずれの会社についても支配権を有し

ていない以上，会社の意思決定は髙山芳之氏・髙山正大氏の意思とは独立し

てされるものです。そして，各会社は，髙山芳之氏・髙山正大氏のいずれと

も，株主権を共同して行使する旨の合意をしておりません。かかる実態から

すれば，髙山両氏と各会社との間に共同保有関係があるものとはいえませ
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ん。 
NC ホールディングスは，単に髙山芳之氏・髙山正大氏がＴＣＳグループ

各会社の株式の一部を保有していることをもって，軽率に髙山両氏と会社

が共同保有関係にあるものと主張しているものであって，会社（代表）取締

役として人格・判断と個人としての人格・判断を区別しないものと言わざる

を得ず，その主張は前提を欠くものです。 
なお，このような NC ホールディングスの態度は，「そもそも髙山兄弟は，

上記の株主提案を行っている張本人である」（情報提供書６頁）という記載

等からも確認することができます。NC ホールディングスに対し株主提案を

おこなっている者は，あくまで当社ら合計２３社ですが，NC ホールディン

グスはこれをあたかも髙山両氏個人が株主提案を実施しているかのように

記載しているのです（髙山両氏個人は，NC ホールディングスの株主ではあ

りますが，株主提案を行っておりません。）。また，NC ホールディングス

は「髙山芳之が，本株主提案に先立って本株主提案と同内容の通告を行った

こと」（情報提供書１０頁）なる指摘をしております。しかしながら，これ

についても，髙山芳之氏が，当社としての決定に基づき，当社の業務として

通告した内容を，あたかも髙山芳之氏個人が通告したかのように記載する

もので失当と言わざるを得ません（その証拠に，この通告は，当社の別の役

員と共に行っており，個人的なものではありません。）。NC ホールディン

グスは，会社（代表）取締役としての人格・判断と個人としての人格・判断

を全く区別できていないのです。 
 ３ 株式の保有目的について 

   確かに，当社らは，NC ホールディングスに対して株主提案を実施してお

ります。しかしながら，結果として株主提案をせざるを得なくなったことと，

株式の保有目的は別論です。 
   当社らは，あくまで大量保有報告書等記載の保有目的で NC ホールディ

ングス株式を保有していたところ，NC ホールディングスにおいて看過しが

たい事実を確認したために，急遽やむを得ず株主提案を実施したに過ぎま

せん。 
   NC ホールディングスは，たった一度当社らが株主提案を実施したという

一事をもって，当社らの保有目的を無理矢理に推認するものにすぎず，その

主張は失当であると言わざるを得ません。 
   なお，既に当社の 5 月 19 日付「NC ホールディングス株式会社取締役会

による当社株主提案への反対意見に関する当社考え方について（詳細版）」

でも詳細に検討・公表させて頂いておりますが，この「重要提案行為等」を

保有の目的とするか否かについての記載欄ですが，一般的に「該当事項なし」
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と記載するのは，通常，単に，提出者が，特例報告の対象となる金融商品取

引業者等には該当しない，といった程度の意味で，「重要提案行為等」を行

うか否かとは，関係がないものと解されております。従いまして，私共の場

合，金融商品取引業者等ではありませんから，この欄に「該当事項なし」と

記載をするのは，万が一に私共が「重要提案行為等」を行うことがあるとし

ても，何ら不自然不合理なことではありません。 
   また，第１号様式記載上の注意(11)（「重要提案行為等」の記載欄につい

ての注釈）においても，「第 11 条第１号から第４号までに掲げる者が重要

提案行為等を行うことを株券等の保有の目的としているために本様式を使

用する場合には，重要提案行為等を行う予定である旨を記載すること」との

み記載されており，この「第 11 条第１号から第４号までに掲げる者」とは，

金融商品取引業者等を指し，当社など，金融商品取引業者等以外の者に対し

ては，上記のとおり，この欄を使うことを想定していないものです。 
 
 
 ４ その他 

（１）ＴＣＳビジネスアソシエ社について 

    同社についても，髙山両氏は，（その子らを通じても）いずれも同社の

過半数の議決権，すなわち支配権を有しておらず，NC ホールディングス

の指摘は失当と言わざるを得ません。 
ＴＣＳビジネスアソシエに関する NC ホールディングスの所論は，「髙

山兄弟」を同一の人格・共同体と見なした上で，その「子ら」を通じて支

配しているという主張になりますが，そもそも「髙山兄弟」はそのような

関係ではありませんので，前提が間違っていると考えます。 
 （２）明治機械株式について 

    NC ホールディングスは，明治機械株式について，髙山両氏が共同保有

関係にあることを指摘しているようです。 
    しかしながら，これは明治機械株式について個別的に共同保有の合意

をしたからこそ共同保有関係にあるに過ぎません。明治機械株式と異な

り，NC ホールディングス株式等については，このような合意は全く存在

しないので，共同保有関係にはありません。 
    当初から私共が主張しておりますが，NC ホールディングスの株式につ

いても，当社らと髙山兄弟との間で共同保有の合意が存在するというの

であれば，NC ホールディングスにおいてかかる合意について具体的に主

張すべきものです。 
（３）NCホールディングスに関する共同保有関係 
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  NC ホールディングスは，NC ホールディングス株式について，形式基

準によれば共同保有にならない者について，共同保有者として届出され

ていることを指摘しているようです。 
  しかしながら，これについても個別的に共同保有の合意をしたからこ

そ共同保有関係にあるに過ぎません。髙山両氏やＴＣＳビジネスアソシ

エ社は，このような合意をしていないので，共同保有関係にないことは当

然といえます。 
 
第２ 質問事項について 

 １ 質問事項①について 

上で述べたように，当社らと髙山両氏は，NC ホールディングスの株

式について共同保有の合意をなんらしておりません。 
NC ホールディングスは，その具体的根拠を求めているようですが，

一般に不存在の証明は困難であり，当社らとしては「ないものはない」

と言うよりほかありません。むしろ，そもそも本件において当社らの名

誉・信用を毀損する開示をした者は，NC ホールディングス（の梶原浩

規代表取締役）ですから，かかる事情を踏まえれば，当社らと髙山両氏

について具体的に主張する責任がある者は NC ホールディングスの梶

原浩規代表取締役であるといえます。したがって，まずは NC ホールデ

ィングスの梶原浩規代表取締役において，いつ・どこで・どのような共

同保有の合意をしたのか，具体的に主張すべきものと考えます。 
上でも述べたように，NC ホールディングスの梶原浩規代表取締役は，

単に髙山両氏が兄弟であるとか，髙山両氏が当社らの一部株式を保有

しているとか，形式的な事情のみに基づいて軽率に共同保有の合意が

あるものと主張しているようですが，そのような形式的な事情は，具体

的に共同保有の合意を基礎づけるものとはいえません。 
   ２ 質問事項②について 

   当社らとしては，NC ホールディングスの指摘を踏まえても，新栄実

業及び高栄商産の２社の設立のプロセス等について，当社らとして何

らの問題もないと認識しております。 
なお，NC ホールディングス側の主張を考慮し，未成年の子を仮に親

と同一視したとしても，結論的に，NC ホールディングスの株主である

ＴＣＳビジネスアソシエに対して，髙山芳之氏及び髙山正大氏が個別

に議決権の過半数を有することはありません。 
   
   したがって，本書では，これ以上具体的な回答を要さないと考えてお
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ります。 
 

第３ おわりに 

   ５月１４日以降，ＮＣホールディングスは，当社ら並びに髙山芳之

氏・髙山正大氏及びＴＣＳビジネスアソシエの「金商法違反の疑義」を

主張されておりますが，結局，ご主張の２点のうち，①共同保有違反に

ついては，ただ「髙山兄弟」を一体視してあれこれ述べるのみで，「高

山兄弟」が別個の人格であるとすれば成り立たない主張を述べるばか

りであり，かつ，具体的な「共同保有」の合意を特定だにしておらず，

②保有目的についても，金融商品取引業者等に求められる特例報告に

基づく規制と，当社ら一般の保有者を混同するものであり，いずれも，

違法を裏付ける事実の摘示はないと考えます。 

   貴社は，十分な違法事実の確認なしに，５月１４日の取締役会決議に

基づき「金商法違反の疑義」を開示したのみならず，当社らの警告を無

視して，貴社が４０００名を超える貴社株主に対し送付した株主総会

招集通知の参考書類等において，かかる「金商法違反の疑義」の記載を

維持したことは，明らかな信用毀損・名誉毀損・株主権侵害であり，極

めて遺憾です。 

   なお，当社らに提示された貴社代理人が証券取引等監視委員会に宛

てた「情報提供書」においては，他に有力な「証拠」がないためか，未

成年の子の話を持ち出す等，髙山芳之氏・髙山正大氏らの周囲の者のプ

ライバシーを侵害しかねない態様で様々な事項が記載されております。

貴社において，これを公表されるおつもりであろうと理解しています

(当社らにおいては，「回答書兼質問書」のみを取り急ぎ開示し，貴社

態様に併せて検討しようと考えます。)が，少なくとも，株主提案に直

接関与しない者のプライバシーには十分な配慮が必要と考えます。 
以上 

 












